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75gOGTTでわかること

◇糖代謝異常の型判定

◇インスリン分泌能
インスリン分泌指数（in山hogenicはex）

AlRluU／mL（30’）血中インスリンの負荷後30分値と負荷椚値との差

A陀mg／dL（∽’）血軌の負荷後細分価と負荷前価のと差

◇インスリン抵抗性
HOMA－R（homeostasismodelassessment）

FPG（mE／dL）X】剛（uuノmL）
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日米2型糖尿病の病態の違い 
日本人の2型糖尿病では、欧米白人と比べて 

くuU／mL 100 イ80 ン ス リ80 �インスリン分泌能が著明に低下している。 　米用 
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75g経口ブドウ糖負荷試験

（75goralかCOSet0leran⊂eteSt；75gOG¶）

ブドウ糖を含む液を飲ませる負荷条件下で食後高血糖をとらえる

i増　霊聖霊欝讐ン。751本を2

－3分以内に飲む

③飲み始めを0分とし、負荷後30分、

1時間、2時間に採血して血糖他を測定
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血糖値とともに血清インスリン濃度も合わ
せて測定する。
OGTrは非生理的な過剰糖負荷となってい

るため、より生理的なテストミールを使用
することあり。
すでに高血糖状態の患者には禁忌。

健常人の75gOGTT 
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血繍櫨 （mg矧） �馳Or99峠道・51122・1士3帖0・3土2・4510314土1・75 
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・血糖の頂価は30－60分にある。 

・2時間後の血糖は低下している 

・インスリンの頂他は30分にあ。 

日本人2型糖尿病患者のBMI 

日本人の2型糖尿病患者は欧米人に比べ、BMlが低い 

日本 �英国 �米国 �08 

JDC＄ �UKPDS �NHANES 

糖 尿 病 患 者 �症例数（人） �2，205 �2，015 �441 

平均BMI （kg／ポ） �23．1 �2，．4 �32．3 

一般人口の平均BMI （kg／ポ） ��22．7　■ �24．1 �28．5 
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